
為替週間展望＝ドル円は高値圏での一進一退の動きか

　　　　　　　　　　［４月６日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 6 日～ 4 月 10 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  159.56   160.03( 7)    157.89( 8)    159.31   -0.36

ユーロ・ドル  1.1522   1.1722( 8)    1.1505( 6)    1.1684   +0.0165

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    56,924.11    +3800.62     日本10年債利回り   2.435   +0.049

ダウ平均株価    48,185.80    +1681.13     米10年債利回り     4.275   -0.065

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１３日　日銀植田総裁が信託協会であいさつ

　　　　米３月中古住宅販売件数

　　　　国際通貨基金（ＩＭＦ）と世界銀行の春季会合（１８日まで）

１４日　中国３月貿易収支

　　　　日本２月鉱工業生産指数確報値

　　　　米３月生産者物価指数

１５日　日本２月機械受注

　　　　ユーロ圏２月鉱工業生産指数

　　　　米４月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ２月製造業出荷、カナダ２月卸売売上高

　　　　米３月輸入価格指数

　　　　米２月対米証券投資

　　　　米地区連銀経済報告（ベージュブック）

１６日　豪３月雇用統計

　　　　中国第１四半期ＧＤＰ、中国３月小売売上高、中国３月鉱工業生産指数

　　　　英２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支

　　　　スイス３月生産者輸入価格

　　　　ユーロ圏３月消費者物価指数確報値

　　　　米新規失業保険申請件数、米４月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米３月鉱工業生産・設備稼働率

１７日　ユーロ圏２月経常収支、ユーロ圏２月貿易収支

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ホルムズ海峡閉鎖による原油高やそれに伴うインフレ懸念から、ド

ル買いの動きは続きやすいとみられる。一方で、ドル円は１６０円超ではドル売り円買

い介入が警戒されて上値を抑えられやすい展開が見込まれる。こうした中、ドル円は高

値圏でのもみ合いが継続するとした。

　　　　

【金融市場は米国とイランの停戦合意後の動きに注目】

　４月６～７日のドル円相場は、中東情勢による先行き不透明感から１６０円台まで上

昇する場面も見られた。８日の朝に「米国とイランが２週間の停戦で合意した」と報じ

られると、「有事のドル買い」の巻き戻しの動きから１５９円台後半から１５７．８０

台まで大きく値を崩した。ＮＹ原油も１８ドル超の下落となり、９６ドル台まで値を崩

した。

　　

　８日の日経平均は２８００円超の急騰となり、５万６０００円台まで上値を伸ばし

た。この日のＮＹダウは１３２５ドル高と急伸している。
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　その後、イスラエルが停戦合意後もレバノンの親イラン武装組織ヒズボラへの攻撃を

続けていることで、イランは停戦合意への合意違反と批判しており、ホルムズ海峡を

「再封鎖」すると表明している。こうした中、９日のＮＹ市場で有事のドル買いの動き

からドル円は１５９円台前半まで上昇した。

　　

　ただ、イスラエルがレバノンと直接和平交渉を進めるとの報道から１５８円台半ばま

で値を崩した。いったん下落したものの、中東での今後の停戦や和平交渉は不透明感が

根強く、１５９円台前半まで再度上昇を見せた。

　　

【停戦協議やホルムズ海峡の動向に注目】

　４月１３日の週に予定される日米の経済指標やイベントは、１３日に米３月中古住宅

販売件数、１４日に日本２月鉱工業生産指数確報値、米３月生産者物価指数、１５日に

日本２月機械受注、米４月ＮＹ連銀製造業景気指数、米３月輸入価格指数、米２月対米

証券投資、１６日に米新規失業保険申請件数、米４月フィラデルフィア連銀景況指数、

米３月鉱工業生産・設備稼働率などがある。

　　

　引き続き米国とイランの停戦に関する動向やホルムズ海峡の「再封鎖」関連の報道に

左右される展開となっている。停戦協議が難航して、ホルムズ海峡の封鎖が続くような

ら、原油価格が一段と高騰してインフレ警戒感からドルが一段と上昇することとなりそ

うだ。その際には各国の株安が進むとみられる。一方で、停戦協議の進展による原油供

給への警戒感が後退するようなら、ドル安に傾くこととなろう。

　　

　これまで強硬姿勢を見せてきたイスラエルがレバノンとの和平交渉で、早期に終結へ

向けた道筋が示されるかどうかも懐疑的な見方が根強い。

　　

　米国とイランの停戦協議は短期間で穏やかな決着に至る可能性は低いとみられ、難航

する協議の行方を眺めながらドルや主要通貨は高下する動きを継続することとなりそう

だ。こうした中、ドル円は高値圏での一進一退の動きが継続するとみられる。目先の予

想レンジは１５６．００～１６１．００円。

　　

※米政府機関の閉鎖と再開に伴い、米経済指標の発表日が変更・追加される可能性があ

る。

【ユーロドルもポンドドルも堅調な推移か】

　４月６～７日はドル買いの動きが落ち着き、ユーロドルは１．１５台前半から１．１

６近辺まで上昇を見せた。その後、８日の朝に「米国とイランが２週間の停戦で合意し

た」との報道からドルが売られると、１．１７２２近辺まで急伸した。その後は高値圏

での調整となり、１．１６台半ばから後半でのもみ合いとなった。

　　

　ユーロドルは引き続き中東情勢に左右されやすい展開が見込まれる。チャート上では

２１日移動平均線を上抜いた後も堅調に推移しており、５日移動平均線をサポートに堅

調に推移している。また原油高や天然ガス価格の高騰によるインフレ懸念につながり、

年内の利上げ回数見通しは２．４回程度となっている。こうした流れが続いて、もみ合

いながら上値を追う展開が見込まれる。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１５００

～１．１８５０ドル。

　　

　ポンドドルは上昇基調で推移している。８日の米国とイランの停戦合意報道で１．３

４台後半まで上値を伸ばした。原油高に伴うインフレ警戒から英中銀（ＢＯＥ）による

年内の利上げ回数見通しは１．２回程度となっている。原油の乱高下で利上げ回数見通

しも変化が見込まれるが、インフレ懸念がポンドドルを下支えする要因となりそうだ。

目先の予想レンジは１．３２００～１．３６００ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標としては、１４日に中国３月貿易収支、１５日にユーロ圏

２月鉱工業生産指数、カナダ２月製造業出荷、カナダ２月卸売売上高、１６日に豪３月

雇用統計、中国第１四半期ＧＤＰ、中国３月小売売上高、中国３月鉱工業生産指数、英

２月鉱工業生産指数、英２月製造業生産指数、英２月貿易収支、スイス３月生産者輸入

価格、ユーロ圏３月消費者物価指数確報値、１７日にユーロ圏２月経常収支、ユーロ圏

２月貿易収支などが予定されている。
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